
令和４年度第２回認知症施策検討委員会報告 

 

日時 令和４年１１月２９日（火）  

  １３：３０～１５：２０    

場所 高梁市役所３階大会議室 

1. 開  会 

あいさつ（河本委員長） 

全国で１０か所認知症の本人と家族の一体的支援が行われている。本人の意思を

尊重し、その日に何をするかを決める。本人支援の後に一体的支援に取り組めた

ら良いと思う。  

 

2. 協議事項  

 

１）令和４年度認知症総合支援事業の進捗状況について 

  （別紙のとおり） 

 

２）本人向け認知症ケアパスの見直し案について 

  （別紙のとおり） 

 

３）グループワーク 

   テーマ①「認知症理解啓発活動について」 

     ・アルツハイマー月間の評価 

     ・来年度に向けて 

 

  １G 

   ・パネル展示について 

    市役所に来られる方は目的があり忙しくされている。人通りが多いところで 

    できるとよい。 

    ポルカ・イズミには利用できる部屋もあり、ポスター掲示等もしてもらえる 

    ため活用してはどうか。 

    若い人にもっと認知症のことを知ってほしい。 

   ・行政放送について 

    〇×クイズは興味を引く内容だった。 

    若い人だと YouTubeでも視聴できるが、年配の方には見てもらいにくい。 

    事前に時間が分かれば広報もできると思う。 

    自分が出演することにより、家族や職場にも興味を持ってもらうことがで 

きた。 

   ・自分史づくりをやってみたい。 



  ２G 

  ・パネル展示について 

   もの忘れ相談プログラムは１日半の開催だったが、それを目的に来てくれた 

方もいた。できれば期間中にずっと行いたい。 

  ・市役所は用事がないと来てもらえない。 

  ・いろんな年代の人に知ってもらいたい。世代別に興味のあるものを考える。 

  ・月間中に認知症カフェに出向き、体操や講話等を行う。 

  ・来年の行政放送について警察協力可能。（行方不明事案等） 

   認知症関連のチラシを警察の窓口に設置すること可能。 

 

 ～休憩（１０分）～ 

 

 テーマ②「本人向け認知症ケアパス見直し案について」 

 

  １G 

  ・字が大きく、明るいイメージになった。 

  ・「認知症ガイドブック」というタイトルに抵抗あり。 

   ⇒「認知症について～気になるあなたへ～」はどうか。 

  ・表紙のロバ隊長が埋もれている。ロバ隊長を散りばめたらかわいい。 

  ・「受診のポイント」がホになっている。 

  ・認知症になった先輩の「なった」が気になる。 

   ⇒認知症とともに生きる先輩にしてはどうか。 

  ・チェックリスト分かりやすい。 

   チェックリストをした後、相談先がわかるとよい。３ページと４ページを 

入れ替えてはどうか。 

  ・広報も大切。全戸配布してはどうか。 

 

  ２G 

  ・「認知症ガイドブック」がもう少し柔らかいソフトなものになるとよい。 

  ⇒「もの忘れ安心ガイドブック」「あれ？こんなことはありませんか？」 

   「備えよう、事前準備」など 

  ・出来る限りポジティブな言葉を使う。 

  ・ロバ隊長は横向きがいいな。 

  ・絵も文字もあって良い。 

  ・まず受診よりは、チェック⇒相談⇒受診が良い。 

  ・なってからのメッセージだけではなく、なる前の言葉があっても良いのでは。 

  ・チェックの１項目め「いつも探し物をしている」はいらない。 

 ・認知症カフェや認知症患者デイケア生の声を聴いてみてはどうか。 



 ４）認知症初期集中支援チーム活動報告について 

 

3．その他 

  ・高梁市医療・介護市民公開講座について 

    

  第３回認知症施策検討委員会について 

  日時：令和５年２月１６日（木）１３：３０～１５：３０ 

  場所：高梁市役所３階大会議室 

 

 

4．閉  会 

  あいさつ（青木副会長） 

  久しぶりに皆さんで集まって話が出来て楽しかった。 

  本人向け認知症ケアパスについて、言葉遣いや工夫が必要。 

  認知症になって不幸にならないように明るいものになるとよいと思う。 

  ～認知症疾患医療センターからのお知らせ～ 

  交流会開催 令和５年３月４日（土）午後 次回チラシ持参予定 

   

   

   


